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日
本
医
史
学
会
会
報

四
三
号
（
復
刊
）

平
成
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日

第
一
〇
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

会
長　

大
沢　

眞
澄

第
一
〇
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
お
よ
び
学
術
大
会
は
二
〇
〇
八
年

六
月
に
千
葉
県
佐
倉
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
順
天
堂
大

学
の
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
佐
倉
順
天
堂
医
院
の
佐
藤
強
先
生
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
、
そ
の
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
図
ら
ず
も
の
大
任
で
、
内
心
忸
怩
た
る
思
い
で
一
杯
の
こ
の
頃
で

ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
は
長
崎
大
学
医
学
部
に
お
い
て
西
洋
医
学
教

育
発
祥
一
五
〇
年
記
念
・
長
崎
大
学
医
学
部
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
、
併
行
し
て
国
際
医
学
史
科
学
史
会
議
、
日
本
医
史
学

会
・
日
本
薬
史
学
会
・
洋
学
史
学
会
の
合
同
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ
ン
ぺ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル

フ
ォ
ー
ル
ト
に
よ
る
幕
府
長
崎
海
軍
伝
習
所
へ
の
着
任
・
活
動
に
関
す

る
こ
と
が
中
心
で
す
が
、
そ
の
他
蘭
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
く
の
面

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
ぺ
門
下
の
逸
材
と
し
て
松
本
良
順
・
佐
藤
尚
中
・
司
馬
凌
海
・

関
寛
斎
ら
が
高
名
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
は
皆
佐
倉
順
天
堂
、
佐
藤
泰

然
の
関
係
者
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
海
軍
伝
習
所
に
学
び
、
ポ
ン
ペ
の
帰

国
時
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
た
め
同
道
し
た
榎
本
武
揚
・
赤
松
則
良
も
泰

然
の
関
連
者
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
み
ま
す
と
ポ
ン
ペ
の
長
崎
か
ら
順
天
堂
の
佐
倉
へ
と
い

第
一
〇
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
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う
大
会
の
流
れ
も
き
わ
め
て
自
然
に
受
け
取
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
幕

末
佐
倉
藩
で
は
開
国
派
の
藩
主
堀
田
正
睦
公
の
主
導
で
蘭
学
が
奨
励
さ

れ
、
藩
政
の
改
革
、
佐
藤
泰
然
の
招
致
、
順
天
堂
の
設
立
を
は
じ
め
と

し
て
、
多
く
の
外
国
の
書
物
が
蒐
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
藩
校
の
書

物
は
現
在
、
千
葉
県
立
佐
倉
高
校
鹿
山
文
庫
（
一
九
九
三
年
、
千
葉
県

指
定
有
形
文
化
財
。
蘭
書
一
七
四
部
三
三
五
冊
を
含
む
）
と
し
て
保
管

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
『
ハ
ル
マ
和
解
』、『
訳
鍵
』、『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ

ル
マ
』、『
和
蘭
字
彙
』
な
ど
の
字
典
類
や
一
九
世
紀
中
頃
を
中
心
と
す

る
多
く
の
医
学
書
類
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
鹿
山
文
庫
書
物
の
修
復
が
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
医
学
書
で

は
「
謨
斯
篤
牛
痘
篇
」、「
牛
痘
新
書
」、「
牛
痘
種
法
篇
・
牛
痘
種
法
小

論
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
洋
書
類
（
蘭
、
仏
、
独
）
は
総
て
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

鹿
山
文
庫
の
整
備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
の
一
人
と
し
て
、

本
大
会
の
成
功
を
祈
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
印
象
記

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
客
員
研
究
員　

西
巻　

明
彦

大
阪
は
燃
え
て
い
た
。
第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
お
よ
び
学

術
大
会
は
、
田
中
祐
尾
会
長
の
も
と
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
庶
民
の
町
大

阪
に
お
け
る
医
学
の
軌
跡
」
と
題
し
、
平
成
十
九
年
四
月
七
日
・
八
日
、

大
阪
市
立
大
学
医
学
部
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
満
開
。
例
年
よ
り
二
週
間
早
く
八
重
桜
も
満
開
と
い
う
こ
と

で
、
造
幣
局
通
り
抜
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
春
爛
漫
の
大
阪
で
あ
り
ま

し
た
。
大
阪
環
状
線
一
〇
三
系
か
ら
眺
め
た
大
阪
城
と
周
囲
の
桜
は
眼

に
焼
き
つ
き
ま
し
た
。
天
王
寺
で
下
車
す
る
と
、
再
開
発
の
進
む
大
阪

阿
倍
野
地
区
は
昔
日
の
面
影
は
な
く
、
希
望
あ
ふ
れ
る
街
へ
と
変
貌
し

て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
大
阪
市
立
大
学
四
階
で

九
時
よ
り
ス
タ
ー
ト
、
一
般
演
題
七
七
題
、
特
別
講
演
三
題
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
一
題
、
ま
た
隣
の
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
六
階
に
あ
る
医
学
資
料
館
で

は
特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
で
の
医
史
学
会
総
会
開
催
は
実

に
三
二
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
す
。
出
席
者
は
会
員
参
加
延
べ
四
〇
〇

人
、
そ
の
他
一
般
参
加
は
七
〇
名
と
の
こ
と
、
公
開
講
座
が
無
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
異
的
な
参
加
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
庶
民
の
町

大
阪
の
熱
気
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
れ
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
者
も
多

彩
で
、
七
日
に
酒
井
國
男
大
阪
府
医
師
会
長
、
大
島
久
明
大
阪
市
立
大

医
学
部
同
窓
会
長
、
八
日
は
西
沢
良
記
大
阪
市
大
医
学
部
長
、
ま
た
関

淳
一
大
阪
市
長
も
個
人
の
資
格
で
来
訪
さ
れ
華
を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
祐
尾
会
長
は
「
大
阪
で
の
医
学
総
会
に
呼
応
し
て
大
阪
市
民
の
大

学
に
お
い
て
大
阪
の
医
学
を
取
り
上
げ
、
大
阪
の
首
長
の
ご
臨
席
を
仰

ぐ
…
…
と
い
っ
た
大
阪
づ
く
め
で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
の
総
会
で
あ
り
ま
し
た
。

会
長
講
演
は
「
近
世
自
家
医
学
遺
産
の
諸
分
析
」
と
題
し
、
田
中
祐

尾
会
長
自
ら
大
阪
八
尾
東
郷
村
「
彌
性
園
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
り

ま
し
た
。
初
代
基
則
は
豊
臣
秀
長
に
仕
え
、
朝
鮮
出
兵
に
参
加
し
、
武
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将
と
し
て
ま
た
軍
医
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
い
ま
す
。
子
孫
が
代
々
東

郷
村
で
日
々
診
療
の
か
た
わ
ら
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
っ

た
記
録
は
感
銘
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
酒
井
シ
ヅ
氏
に
よ
る
「
大
坂
の
蘭
学　

解
剖
を
中
心

に
」
で
、
大
坂
蘭
学
を
四
期
に
分
け
、
第
一
期
は
大
坂
の
学
問
の
特
徴

で
あ
る
町
人
学
者
が
活
躍
し
た
時
期
、
第
二
期
は
本
格
的
な
蘭
学
が
大

坂
に
根
付
い
た
時
期
、
第
三
期
は
大
坂
で
特
有
の
人
体
解
剖
が
行
わ
れ

た
時
期
、
第
四
期
は
大
坂
に
全
国
か
ら
学
徒
が
集
ま
る
蘭
学
塾
が
存
在

す
る
時
期
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
第
一
期
、
大
坂
の
蘭
学
は
好
事
家
の

町
人
の
趣
味
と
旺
盛
な
好
奇
心
か
ら
始
ま
り
、
木
村
兼
葭
堂
ら
が
活
躍

し
、
懐
徳
堂
が
大
坂
の
富
商
達
の
手
で
作
ら
れ
、
中
井
履
軒
、
麻
田
剛

立
、
山
片
蟠
桃
ら
を
輩
出
し
ま
し
た
。
第
二
期
は
、
橋
本
宗
吉
、
斉
藤

方
策
、
中
天
游
が
大
坂
蘭
学
を
深
め
、
第
三
期
は
解
剖
が
再
三
行
わ
れ
、

伏
屋
素
狄
が
活
躍
し
、
第
四
期
は
緒
方
洪
庵
が
登
場
、
洋
学
の
時
代
へ

と
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
内
容
が
豊
富
で
、
的
確
に
事
実

を
ま
と
め
ら
れ
、
大
変
参
考
と
な
り
、
総
会
の
白
眉
で
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
坂
の
蘭
学
史―

そ
の
背
景
と
展
開
そ
し
て
特

徴
」
は
、
大
坂
蘭
学
の
真
髄
を
極
め
る
有
意
義
な
も
の
で
、
座
長
の
蒲

原
宏
氏
の
名
進
行
で
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。「
大
坂
の
蘭
学
と
適

塾
」
の
芝
哲
夫
氏
は
、
適
塾
が
自
然
科
学
の
素
地
と
な
っ
た
こ
と
を
認

め
な
が
ら
も
、
適
塾
時
代
に
何
故
直
接
創
造
的
科
学
が
生
ま
れ
な
か
っ

た
の
か
と
課
題
を
与
え
、
浅
井
允
晶
氏
の
「
大
坂
蘭
学
の
実
験
的
・
実

証
的
性
格
」
で
は
、
町
人
世
界
の
利
潤
追
求
競
争
世
界
の
も
と
で
、
学

問
も
競
争
社
会
に
組
み
込
ま
れ
、
自
由
な
実
験
的
・
実
証
的
手
法
が
育

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
、
古
西
義
麿
氏
の
「
大
坂
の
蘭
学
に
お

け
る
大
坂
の
除
痘
館
の
役
割
」
で
は
、
緒
方
洪
庵
ら
の
除
痘
館
が
全
国

各
地
の
分
苗
を
行
い
近
代
医
学
に
貢
献
し
た
こ
と
を
述
べ
、
小
石
元
紹

氏
は
「
大
坂
蘭
学
発
祥
地
の
背
景
」
で
、
間
重
富
、
小
石
元
俊
両
名
が

オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
た
め
資
金
を
出
し
て
橋
本
宗
吉
を
大
槻
玄
澤
の
も

と
に
送
り
出
し
、
大
坂
蘭
学
の
基
を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
最

後
に
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
は
、
大
消
費
地
で
あ
る
大
阪
を

背
景
に
「
人
・
モ
ノ
・
情
報―

医
学
と
医
療
の
近
代
化
か
ら
見
た
大
阪

に
つ
い
て
」
の
中
で
、
明
治
に
な
り
、
道
修
町
の
中
か
ら
近
代
医
学
の

各
種
器
具
の
国
産
化
に
成
功
し
た
こ
と
を
指
摘
、
大
阪
の
底
力
を
感
じ

さ
せ
る
の
に
充
分
で
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
学
問
で
あ
っ
て
も
、
東
京
の

学
問
と
は
違
う
自
由
な
気
風
は
羨
ま
し
く
も
あ
り
、
学
問
の
発
展
に
は

一
定
の
雰
囲
気
が
必
要
な
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

招
待
講
演
は
ジ
ェ
フ
リ
ィ
・
ヘ
イ
ン
ズ
氏
の
「
煙
の
街
か
ら
住
み
心

地
よ
き
都
市
へ―

関
一
と
近
代
大
阪
」
で
あ
り
、
通
訳
は
加
茂
利
男
大

阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
医
史
学
会
に
と
っ
て
近

代
の
都
市
問
題
の
講
演
は
異
色
で
、
関
の
功
績
は
住
環
境
の
悪
化
か
ら

住
み
心
地
良
き
都
市
へ
の
変
革
に
あ
た
り
、
医
療
的
立
場
、
つ
ま
り
治

療
的
・
予
防
的
手
段
を
社
会
的
政
策
と
し
て
実
行
し
た
点
が
興
味
を
引

き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
に
は
、
関
一
の
お
孫
さ
ん
で
あ
る
前
述
の
関
淳

一
大
阪
市
長
が
臨
席
さ
れ
、
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
ま
さ

に
大
坂
の
蘭
学
か
ら
始
ま
り
、
大
阪
の
現
代
都
市
政
策
に
ま
で
い
き
つ

い
た
実
に
見
事
な
企
画
力
で
し
た
。

大
阪
上
本
町
蔵
鷺
庵
の
永
富
独
嘯
庵
景
徳
碑
に
、
安
岡
正
篤
氏
が

会－3
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「
普
語
二
曰
く
、
上
医
ハ
国
ヲ
医
ス
、
其
の
次
ハ
人
ヲ
救
フ
ト
。
古
来

医
人
ヲ
敬
ヒ
テ
、
国
手
ト
称
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
近
世
名
実
共
ニ
国
手
ノ

名
二
恥
ヂ
ザ
ル
者
ハ
、
夫
レ
独
嘯
庵
永
富
鳳
先
生
力
。」
と
記
し
て
い

ま
す
。
独
嘯
庵
は
、
大
坂
蘭
学
の
初
期
の
功
労
者
で
小
石
元
俊
を
育
て
、

そ
の
思
想
は
吉
田
松
陰
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
維
新
回
天
の
基
礎
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
総
会
の
後
に
聴
い
た
こ
と
で
す
が
、
関
一
は
大
阪
市

立
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
坂
商
科
大
学
を
市
民
の
力
で
創
設
し
、
ま
た

関
一
研
究
は
関
研
究
志
望
の
前
述
の
ジ
ェ
フ
リ
イ
・
ヘ
イ
ン
ズ
氏
が
当

時
の
大
阪
市
立
大
学
の
宮
本
憲
一
教
授
を
訪
ね
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

関
一
研
究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
関
一
研
究
会
に
よ

り
、
孫
で
あ
る
関
淳
一
氏
宅
か
ら
関
一
日
記
が
発
見
さ
れ
、
関
研
究
が

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
宮
本
憲
一
氏
は
、
関
一
の
大
阪
市
長
と
し
て

の
業
績
に
つ
い
て
「
日
本
の
都
市
史
上
、
理
論
と
実
践
を
統
一
し
た
最

高
の
市
長
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、「
医
学
に
た
と
え
て
み
れ
ば
、
関
は

す
ぐ
れ
た
病
理
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
臨
床
医
で
あ
っ
た
と
思
う
。
病

人
に
直
面
し
た
臨
床
医
は
そ
の
病
人
が
ど
の
よ
う
な
階
級
身
分
で
あ
ろ

う
と
治
療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
」
と
記
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

関
一
は
医
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
手
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
印
象

を
持
ち
ま
す
。

一
般
演
題
は
七
七
題
に
及
び
、
ど
れ
も
聴
い
て
み
た
い
力
作
揃
い
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
会
場
制
の
た
め
、
す
べ
て
を
聴
く
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
、
二
会
場
制
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
か
つ
て
は
一
会
場
が
医
史
学
会
総
会
の
特
徴
で
あ
り
、
い
さ

さ
か
残
念
な
気
も
致
し
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
一
長
一
短
あ
り
、

一
般
演
題
が
増
え
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
更
に
進
ん
で
三

会
場
制
な
ど
と
い
う
時
代
も
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
特
徴
的

だ
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
猪
飼
祥
夫
氏
の
「
出
土
し
た
中
国
古
代
医
学

文
物
」
の
展
示
発
表
が
あ
っ
た
こ
と
と
、「
田
中
彌
性
園
」
四
〇
〇
年

間
の
医
学
遺
産
の
展
覧
は
田
中
祐
尾
会
長
の
会
長
講
演
と
連
動
し
た
展

示
で
、
一
次
史
料
の
展
示
と
発
表
を
同
時
進
行
で
進
め
る
と
い
う
野
心

的
な
試
み
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
発
表
の
一
形
式
と
し
て
定
着
す
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。
一
般
演
題
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
た
発
表
を
記
し

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
印
象
記
と
い
う
こ
と
で
お
許
し
下
さ
い
。

会
田
恵
氏
の
「
グ
ラ
ム
医
師
の
研
究
の
経
過
に
つ
い
て
」
は
、
微
生

物
実
習
な
ど
で
グ
ラ
ム
染
色
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
の

グ
ラ
ム
医
師
に
関
す
る
業
績
と
染
色
工
業
文
化
と
は
密
接
に
関
連
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。
坂
井
建
雄
氏
の

「
ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
骨
の
観
察
」
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
が
ガ
レ
ノ
ス
の
概
念
と
用
語
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
人
骨
に
つ
い
て
の

観
察
に
基
づ
い
た
記
述
を
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
い
つ
も

な
が
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
発
表
で
し
た
。
松
木
明
知
氏
は
「
脊

椎
麻
酔
事
故
予
防
に
対
す
る
医
史
学
的
対
策
と
そ
の
効
果
」
で
、
現
代

社
会
と
医
学
史
の
接
点
で
現
代
医
療
の
歪
み
に
対
し
正
し
い
方
向
性
を

示
す
こ
と
を
主
張
さ
れ
、
寺
畑
喜
朔
氏
は
「
杉
田
玄
白
所
蔵
の
タ
ー
ヘ

ル
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
所
在
」
で
医
史
資
料
保
存
の
難
し
さ
を
論
究
さ
れ
、

ど
ち
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
演
題
で
し
た
。
中
村
節
子
氏

ら
の
「
平
野
重
誠
の
『
玉
の
卯
槌
』
に
み
る
凶
年
後
の
心
得
と
看
護
」

で
は
危
機
的
な
世
相
の
中
で
の
養
生
・
看
護
の
仕
方
を
論
究
さ
れ
、
現

会－4
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代
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
友
部
和
弘
氏
ら
の
「
垣
本
鍼
源

の
刺
絡
」
で
は
、
鍼
源
の
治
療
は
刺
絡
を
軸
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
一
石
を
投
じ
、「
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ･

ホ
ス
ピ
タ
ル
が
拓
く
地
平

（
一
）」
で
は
柳
澤
波
香
氏
が
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
の
歴
史
を
紐

解
く
こ
と
で
英
国
医
療
制
度
の
実
態
を
報
告
し
、
日
英
の
違
い
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
、
石
原
力
氏
は
「
南
小
柿
寧
一
と
そ
の
家
系
（
二
）

一
南
小
柿
宗
宅
」
で
は
寧
一
の
影
に
隠
れ
て
は
い
る
が
宗
宅
が
優
れ
た

蘭
学
者
で
あ
る
こ
と
を
発
掘
し
た
こ
と
は
感
銘
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
小
曽
戸
明
子
氏
は
「『
南
冥
問
答
』
に
み
る
「
哺
」
に
つ
い
て
」

で
、
亀
井
南
冥
が
病
根
は
小
児
期
の
養
育
に
あ
り
、
田
舎
流
に
育
て
る

事
が
大
切
と
述
べ
て
い
る
こ
と
医
術
と
学
問
と
道
が
分
か
ち
が
た
く
あ

る
指
摘
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
、
天
野
陽
介
氏
ら
が
「
謝

観
（
利
恒
）
と
中
国
医
学
大
辞
典
」
で
謝
観
が
地
理
学
者
で
あ
り
医
学

者
で
あ
り
、
中
華
民
国
時
代
の
伝
統
医
学
を
知
る
上
で
の
好
書
で
あ
る

こ
と
、
鈴
木
達
彦
氏
ら
が
「『
古
今
方
彙
』
の
各
種
版
本
の
検
討
」
で

時
代
に
よ
り
内
容
に
相
当
な
改
変
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
小
林
晶
氏
は

「「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
」
の
造
語
者
、
ニ
コ
ラ
・
ア
ン
ド
リ
（
一
六
五
八
〜

一
七
四
二
）（
そ
の
一
）」
で
整
形
外
科
学
の
も
と
の
意
味
で
あ
る
「
オ

ル
ト
ペ
デ
ィ
」
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
た
事
は
い
つ
も
な
が
ら
頭
の
下
が

る
思
い
で
し
た
。
次
回
（
そ
の
二
）
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

小
曽
戸
洋
氏
ら
に
よ
る
「
田
中
彌
性
園
の
古
医
書
」、
町
泉
寿
郎
氏

ら
に
よ
る
「
田
中
彌
性
園
の
古
文
書
、
書
画
」
は
田
中
祐
尾
会
長
の

「
田
中
彌
性
園
」
を
分
析
・
解
明
す
る
と
同
時
に
江
戸
時
代
の
医
学
を

知
る
上
で
貴
重
な
発
表
で
し
た
。

今
回
の
総
会
は
共
催
展
示
お
よ
び
記
念
講
演
と
が
杏
雨
書
屋
、
適

塾
、
除
痘
館
記
念
資
料
室
、
森
宮
は
り
き
ゅ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
各
施

設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
医
師
会
、
八
尾
市
医
師
会
、
大

阪
市
立
大
学
医
学
部
、
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
同
窓
会
、
同
腫
瘍
外
科

（
第
一
外
科
）
桜
澪
会
の
御
後
援
を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
「
大
阪
医
史
蹟
巡
り
」「
近
世
河
内
八
尾
東
郷
村
田
中
彌
性
園
医
学

遺
産
図
録
」
と
い
う
貴
重
な
二
書
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
総
会
を
成
功
さ
れ
た
田
中
祐
尾
会
長
、
長
門
谷
洋
冶
名
誉
会

長
、
顧
問
の
寺
畑
喜
朔
、
中
山
沃
、
中
橋
彌
光
の
諸
先
生
方
、
奥
沢
康

正
実
行
委
員
長
、
さ
ら
に
見
事
に
Ｉ
Ｔ
を
統
括
さ
れ
た
猪
飼
祥
夫
、
園

田
真
也
の
両
先
生
及
び
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

方
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

会－5
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第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会

去
る
平
成
十
九
年
四
月
六
日
に
理
事
・
評
議
員
会
、
七
日
に
は
総
会

が
大
坂
市
立
大
学
医
学
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
左
記
の
報
告
が
承
認

さ
れ
、
協
議
事
項
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
第
五
号
議
案
に
つ
い
て
は
理

事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
決

議
さ
れ
、
総
会
で
は
協
議
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
、
報
告
事
項

（
一
）
庶
務
報
告

一
、
平
成
十
八
年
度
会
員
動
静
（
平
成
十
九
年
一
月
三
一
日
現
在
）

入
会
者　

三
八
名　

退
会
者　

二
一
名

死
亡
会
員

木
村
陽
二
郎
（
十
八
年
四
月
三
日
）

佐
藤　

達
策
（
十
八
年
四
月
四
日
）

荘
保
忠
三
郎
（
十
八
年
五
月
二
五
日
）

江
川　

義
雄
（
十
八
年
六
月
十
八
日
）

川
端　

利
久
（
十
八
年
十
一
月
二
二
日
）

三
輪　

卓
爾
（
十
八
年
十
二
月
八
日
）

中
村　

輝
子
（
十
九
年
一
月
二
五
日
）

衣
笠　
　

昭
（
十
九
年
一
月
三
〇
日
）

（
二
月
以
降
の
死
亡
会
員
）

中
井
脩
太
郎
（
十
九
年
二
月
五
日
）

森
川　

政
一
（
十
九
年
三
月
二
六
日
）

都
合
退
会
者　

十
三
名

十
九
年
一
月
三
一
日
現
在　

会
員
数　

八
八
六

正
会
員　
　
　

八
七
三

名
誉
会
員　
　

九

賛
助
会
員　
　

四

二
、
受　
　

賞　

第
一
〇
回
日
本
麻
酔
科
学
会
社
会
賞 

松
木　

明
知

第
一
回
英
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
麻
酔
科
学
会

Charles K
ing

賞 

松
木　

明
知

（
二
）
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

一
、
日
本
医
史
学
雑
誌　

五
二
巻
二―

四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
巻
一
号　

発
行

二
、
第
一
〇
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
・
学
術
集
会

　
　
　
　
　
　

平
成
十
八
年
五
月
十
三―

十
四
日

　
　
　
　
　
　

会
長　

川
嶌　

眞
人

　
　
　
　
　
　

於
・
中
津
文
化
会
館

　
　

第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
・
学
術
集
会

　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
四
月
七―

八
日

　
　
　
　
　
　

会
長　

田
中　

祐
尾

　
　
　
　
　
　

於
・
大
阪
市
立
大
学
医
学
部

三
、
日
本
医
史
学
会
例
会　

八
回
開
催

会－6
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（
三
）
平
成
十
八
年
度
共
催
・
協
賛
事
業
報
告

一
、
神
農
祭
（
協
賛
）　

於 

湯
島
聖
堂

　
　

平
成
十
八
年
十
一
月
二
三
日

二
、
第
一
四
回
医
療
文
化
サ
ロ
ン
展
（
後
援
）　

於
・
護
王
会
館

　
　

平
成
十
八
年
十
一
月
一―

三
日

（
四
）
平
成
十
八
年
度
（
一
月
三
一
日
現
在
）
会
計
報
告
（
資
料
一
・

二
・
三
）

（
五
）
第
十
九
回
矢
数
医
史
学
賞
選
考
結
果

看
護
史
研
究
会
編
『
病
家
須
知
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
刊
行
（
二
〇

〇
六
・
九
・
三
〇
）

（
六
）
第
十
三
回
学
術
奨
励
賞
選
考
結
果

松
木
明
知
「
馬
場
貞
由
訳
『
遁
花
秘
訣
』
写
本　

十
六
種
の
書
誌
学

的
研
究
」（
五
二
巻
四
号
）

（
七
）
日
本
医
史
学
会
支
部
・
研
究
会
報
告
（
資
料
Ａ
）

（
八
）
西
洋
医
学
教
育
発
祥
百
五
十
年
記
念
三
学
会
合
同
大
会
準
備
状
況

（
九
）
そ
の
他

二
、
協
議
事
項

第
一
号
議
案
　

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
案

一
、
第
一
〇
〇
回
総
会
記
念
事
業
（
継
続
）

　
　

・「
日
本
医
史
学
文
献
目
録
」
編
纂

　
　

・「
日
本
医
薬
博
物
著
述
年
表
」
制
作

二
、
十
二
月
例
会
五
学
会
合
同
開
催

日
本
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
・
日
本

歯
科
医
史
学
会
・
日
本
看
護
歴
史
学
会

　
　

十
九
年
十
二
月
八
日
（
土
）　

於　

順
天
堂
大
学

三
、
第
五
回
田
原
ア
シ
ョ
ッ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
賛

　
　

於　

リ
ル
・
ド
リ
ー
ム
中
津

　
　

平
成
十
九
年
九
月
二
四
日

四
、
神
農
祭
協
賛　

於　

湯
島
聖
堂　

平
成
十
九
年
十
一
月
二
三
日

第
二
号
議
案
　

平
成
十
九
年
度
予
算
案
に
関
す
る
件
（
資
料
四
）

第
三
号
議
案
　

日
本
医
史
学
会
総
会
選
出
に
関
す
る
件

二
〇
〇
八
年
度
総
会　

佐
倉
市　

会
長　

佐
藤
強
氏

二
〇
〇
九
年
度
総
会　

佐
賀
市

第
四
号
議
案
　

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
編
集
に
関
す
る
件
（
資
料
五
）

第
五
号
議
案
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
に
関
す
る
件

第
六
号
議
案
　

そ
の
他

会－7



日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007） 702

会－8



日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007）703

会－9



日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007） 704

会－10



日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007）705

会－11

平成19年度　予 算 表

資料4



日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007） 706

（
資
料
Ａ
）

平
成
十
八
年
度
支
部
研
究
会
報
告

平
成
十
八
年
度
北
海
道
医
史
学
研
究
会
　

報
告

○
北
海
道
医
史
学
研
究
会
・
日
本
薬
史
学
会
北
海
道
支
部

　

合
同
学
術
集
会

　
　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

　
　

於　

北
海
道
医
師
会
会
館

開
会
挨
拶

北
海
道
医
史
学
研
究
会
会
長　

飯
塚　

弘
志

日
本
薬
史
学
会
北
海
道
支
部
支
部
長　

斎
藤　

元
護

一
般
演
題
（
１
）　

座
長　

長
瀬　
　

清
（
北
海
道
医
師
会
副
会
長
）

一
、「
戦
時
中
発
疹
チ
フ
ス
に
倒
れ
た
根
室
の
医
師
達
」

古
屋　
　

統
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道
安
全
衛
生
研
究
所
）

二
、「
ベ
ル
ツ
博
士
の
来
道
と
関
場
不
二
彦
先
生
の
外
遊
事
情
」

宮
下　

舜
一
（
札
幌
市
）

三
、「
関
場
不
二
彦
著
『
西
医
学
東
漸
史
話
』
の
仮
製
本
に
つ
い
て
」

秦　
　

温
信
（
札
幌
社
会
保
険
総
合
病
院
）

島
田　

保
久
（
元
町
整
形
外
科
）　　
　
　

一
般
演
題
（
２
）　

座
長　

斉
藤　

浩
司
（
北
海
道
医
療
大
学
薬
学
部
教
授
）

　

一
、「
ホ
シ
伊
藤
の
創
業
者
伊
藤
経
作
の
生
涯（
１
）
星
一
と
の
邂
逅
」

本
間　

克
明
（（
株
）
北
海
道
医
薬
総
合
研
究
所
）

二
、「
ド
イ
ツ
帝
国
函
館
領
事
Ｌ
・
ハ
ー
バ
ー
と
星
一
」

山　
　

朝
江
（
や
ま
内
科
胃
腸
科
医
院
薬
）

三
澤　

美
和
（
星
薬
科
大
学
）　　
　
　
　

三
、「
北
海
道
薬
科
大
学
設
立
胎
動
期
の
新
事
実
」

吉
沢　

逸
雄
（
日
本
薬
史
学
会
）

中
川　
　

收
（
国
史
学
会
）　　

特
別
講
演　

座
長　

片
岡　

是
充

（
医
療
法
人
讃
生
会
宮
の
森
記
念
病
院
理
事
長
）

「
北
海
道
の
医
療―

明
治
初
期
の
医
制
・
開
業
免
状
の
推
移―

」

　
　

講
師　

島
田　

保
久

（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
・
北
海
道
医
史
学
研
究
会
代
表
幹
事
）

閉
会
挨
拶

北
海
道
薬
剤
師
会
副
会
長　

竹
内　

伸
仁

○「
北
辰
第
八
号
」
平
成
十
九
年
三
月
発
行
予
定

〒
〇
六
〇―

〇
〇
四
二　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目

北
海
道
医
師
会
内　

北
海
道
医
史
学
研
究
会
（
島
田
保
久
）

平
成
十
八
年
度
新
潟
支
部
　

報
告

支
部
所
在
の
日
本
歯
科
大
学
は
創
立
百
年
を
迎
え
創
立
記
念
行
事
が

行
わ
れ
た
。

今
年
度
の
支
部
と
し
て
の
例
会
、
研
究
発
表
会
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

支
部
事
務
局
の
所
在
は
前
年
通
り
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学

会－12
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部
内
、
医
の
博
物
館
（
〒
九
五
一―

八
五
八
〇　

新
潟
市
浜
浦
町
一―

八　

電
話
〇
二
五―

二
六
七―

一
六
〇
〇
）
内
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
年
）
中
の
支
部
会
員
の
学
会
発
表
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。

①
第
九
回
国
際
受
胎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
別
講
演

　

二
〇
〇
六
年
四
月
二
六
日　

於
・
新
潟
大
学
有
壬
会
館

オ
ギ
ノ
・
キ
ュ
ウ
サ
ク
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー

「
日
独
親
善
に
つ
く
し
た
ド
イ
ツ
人
病
理
学
者
ジ
グ
フ
リ
ー
ド
・

グ
レ
フ
博
士
に
つ
い
て
」 

蒲
原　
　

宏

②
新
潟
オ
ラ
ン
ダ
協
会
講
演
会

　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
三
日　

於
・
新
潟
砂
山
会
館

特
別
講
演
「
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
新
潟―
三
人
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
教
師

の
軌
跡
」 

蒲
原　
　

宏

③
第
一
〇
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
発
表

特
別
講
演
「
日
本
整
形
外
科
の
歴
史
と
田
代
家
」 
蒲
原　
　

宏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
歯
科
免
許
第
一
号
者　

小
幡
英
之
介
」

樋
口　

輝
雄

一
般
口
演
「『
傷
寒
金
鏡
録
』
の
思
想
に
つ
い
て
」 

西
巻　

明
彦

④
第
三
四
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
発
表

一
般
講
演

『
病
草
紙
』
の
条
文
に
関
す
る
考
察 

西
巻　

明
彦

『
古
今
著
聞
集
』
と
『
病
草
紙
』 

西
巻　

明
彦

『
口
歯
類
要
』
に
み
ら
れ
る
口
瘡
治
験
例
の
一
考
察 

西
巻　

明
彦

ア
メ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
プ
に
み
ら
れ
る
歴
史
的
文
化
遺
産
の
快
適
性

西
巻　

明
彦

『
傷
寒
金
鏡
録
』
の
舌
診
図
に
関
す
る
研
究 

西
巻　

明
彦

金
匱
要
略
と
舌
診
図
に
つ
い
て
の
考
察 

西
巻　

明
彦

鷗
外
と
歯
科
医
史
（
一
）
陸
軍
一
等
軍
医　

森
林
太
郎
の
「
齲
歯

予
防
論
」 

樋
口　

輝
雄

鷗
外
と
歯
科
医
史
（
二
）
森
林
太
郎
の
勉
学
ノ
ー
ト
「
語
彙
材
料
」

に
み
ら
れ
る
歯
科
記
述 

樋
口　

輝
雄

⑤
日
本
整
形
外
科
学
会
八
十
年
史　

分
担
執
筆　

担
当 

蒲
原　
　

宏

⑥
整
形
外
科
の
歴
史　

イ
ギ
リ
ス
篇　

整
形
看
護
連
載 

蒲
原　
　

宏

な
ど
が
あ
る
。

〒
九
五
一―

八
五
八
〇　

新
潟
市
浜
浦
町
一―

八

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部　

医
の
博
物
館
内

日
本
医
史
学
会
新
潟
支
部
（
蒲
原　

宏
）

電　

話　

〇
二
五―

二
六
七―

一
六
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五―

二
六
七―

一
一
三
四

平
成
十
八
年
度
北
陸
医
史
学
同
好
会
　

報
告

例
会
記
録

北
陸
医
史
学
同
好
会
（
日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部
）
の
第
二
八
回
例

会
は
、
平
成
十
八
年
七
月
九
日
（
日
）
福
井
県
医
師
会
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

本
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
演
題
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

会－13
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一
、
資
料
・
大
井
玄
洞
に
関
す
る
生
涯
と
功
績

 

寺
畑　

喜
朔
（
富
山
県
）

二
、
ふ
た
た
び
長
崎
蓬
洲
の
年
譜
に
つ
い
て―

史
料
『
先
考
蓬
洲
行
状
』

を
中
心
に―

 

正
橋　

剛
二
（
富
山
県
）

三
、
庄
内
医
学
会
会
報　

第
百
八
十
四
号
に
つ
い
て

 

佐
藤　

允
男
（
山
形
県
）

四
、
扁
額
「
金
沢
病
院
」（
三
条
実
美
書
）
に
つ
い
て

 

赤
祖
父
一
知
（
石
川
県
）

五
、「
御
陣
屋
剤
籍
」―

門
屋
泰
安
信
善 

莇　
　

昭
三
（
石
川
県
）

六
、
壮
猶
館
、
卯
辰
山
養
生
所
医
学
館
の
医
学
書 

 

板
垣　

英
治
（
石
川
県
）

七
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
』
に
つ
い
て

 
泉　

彪
之
助
（
石
川
県
）

特
別
講
演

「
結
核
死
亡
率
よ
り
み
た
福
井
・
金
沢
両
市
の
性
格
の
差
」

 

白
崎
昭
一
郎
（
福
井
県
）

各
種
の
結
核
死
亡
率
統
計
に
は
、
そ
の
地
の
産
業
や
人
口
構
成
な
ど

が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
福
井
市
は
最
初
高
い
結
核
死
亡
率
と
し
て

出
発
し
た
が
、
次
第
に
そ
の
値
を
低
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
福
井
市
が

最
初
機
業
に
深
く
依
存
し
、
の
ち
に
そ
の
機
業
場
を
周
辺
に
拡
張
し
て

い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
金
沢
市
は
機
業
以
外
に
金
属
工
業
、
機
械
製
造

業
、
窯
業
、
印
刷
製
本
業
な
ど
結
核
と
関
連
す
る
産
業
を
有
し
て
お
り
、

し
か
も
周
辺
か
ら
そ
れ
を
吸
収
し
て
、
人
口
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
か

ら
、
そ
の
結
核
死
亡
率
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〒
九
一
〇―

〇
〇
〇
一

福
井
市
大
願
寺
三
丁
目
四―

一
〇　

福
井
県
医
師
会
館
内　
　

北
陸
医
史
学
同
好
会
・
日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部
（
白
崎
昭
一
郎
）

平
成
十
八
年
度
神
奈
川
地
方
会
　

報
告

活
動
報
告
（
平
成
十
八
年
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）

▽
大
会

一
、
平
成
十
八
年
度
総
会
並
び
に
第
二
十
八
回
学
術
大
会
（
二
月
二
十
五
日
）

　

於
・
神
奈
川
県
救
急
医
療
中
央
情
報
セ
ン
タ
ー

〔
特
別
講
演
〕

病
名
に
名
を
残
し
た
医
師 

原　
　

正
道

〔
一
般
口
演
〕

一
、
ヨ
ロ
ケ
と
紫
金
錠 

中
西　

淳
朗

二
、
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
の
脚
気
問
題
と
遺
書 

荒
井　

保
男

二
、
日
本
医
史
学
会
九
月
例
会
・
神
奈
川
地
方
会
第
二
十
九
回
学
術
大

会
合
同
会
（
九
月
十
六
日
）

於
・
神
奈
川
県
救
急
医
療
中
央
情
報
セ
ン
タ
ー

〔
一
般
口
演
〕

一
、
成
人
Ｔ
Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
を
巡
る
研
究
者
た
ち

 

佐
分
利
保
男

二
、
黒
死
病
は
ペ
ス
ト
だ
っ
た
の
か 

滝
上　
　

正

〔
特
別
講
演
〕

精
神
医
療
史
の
光
と
影 

山
田　

和
夫

会－14
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▽
幹
事
会

・
五
月
十
九
日
、
十
月
二
十
日
に
開
催
し
、
学
術
大
会
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

▽
そ
の
他

・
神
奈
川
地
方
会
だ
よ
り
第
十
五
号
と
会
員
名
簿
を
作
製
し
、
七
月

に
会
員
に
配
布
し
た
。

・
大
島
智
夫
氏
が
平
成
十
八
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
授
与
さ

れ
た
。

〒
二
三
一―

〇
〇
二
一　

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
五
八

日
本
大
通
ビ
ル　

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
内

日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
（
杉
田
暉
道
）

平
成
十
八
年
度
東
海
支
部
　

報
告

活
動
報
告

一
、
名
古
屋
医
史
談
話
会
例
会
（
東
海
支
部
主
催
）

於
・
愛
知
県
医
師
会
館

第
三
十
九
回
例
会
「
医
学
史
か
ら
み
た
東
洋
と
西
洋
」（
平
成

十
八
年
八
月
五
日
） 

加
藤　

恭
之

二
、
名
古
屋
医
史
談
話
会
会
報
第
三
十
七
号
を
発
行

三
、
伊
藤
圭
介
日
記
（
第
十
二
集
）
出
版
記
念
会
（
東
海
支
部
後
援
）

於
・
名
古
屋
市
東
山
植
物
園

　
　
（
平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
午
後
一
時
〜
四
時
）

【
記
念
講
演
】

「
伊
藤
圭
介
翁
の
遺
品
保
存
に
関
す
る
体
験
」 

伊
藤　
　

昭

「
伊
藤
圭
介
と
千
村
家
関
係
者
」 

杉
村　

啓
治

「
吉
雄
常
三
の
『
和
蘭
草
木
譜
』
に
つ
い
て
」 

土
井　

康
弘

「『
竄
篤
児
薬
性
論
』
と
伊
藤
圭
介
・
飯
沼
慾
齋
」 

遠
藤　

正
治

「
小
野
職
愨
『
公
私
雑
記
』
に
つ
い
て
」 

膝
館
寿
巳
恵

〒
四
六
六―

八
五
六
〇　

名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
町
六
五
番
地

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医
療
管
理
情
報
学
教
室

日
本
医
史
学
会
東
海
支
部
（
山
内
一
信
・
高
橋　

昭
）

平
成
十
八
年
度
関
西
支
部
　

活
動
報
告

活
動
報
告　

（
一
）
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
二
〇
〇
六
年
春
季
大
会
（
京
都
医
学

史
研
究
会
と
共
催
）

平
成
十
八
年
六
月
四
日
（
日
）　

於
・
京
大
会
館

一
般
演
題

一
、
Ｔ
Ｔ
・
シ
デ
ナ
ム　

再
考　

栗
本 

宗
治
（
大
阪
医
大
）

 

サ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ロ
ブ
ス
ン
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
）

二
、「
長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
・
竹
簡
」
に
み
る
疾
病
名
に
つ
い
て
（
二
）

 

猪
飼　

祥
夫
（
大
津
市
）

三
、
豊
臣
秀
長
の
都
状
（
病
気
祈
祷
文
）
と
病
状

永
島
福
太
郎
（
奈
良
市
）

会－15
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○
亥
口　

勝
彦
（
大
和
郡
山
市
）

四
、
林　

子
平
の
死
因 

杉
浦　

守
邦
（
大
津
市
）

五
、「
実
地
看
護
法
」
に
み
る
看
護
管
理
の
状
況

 

上
坂　

良
子
（
和
歌
山
医
大
）

六
、
杉
立
義
一
先
生
と
溝
上
家
・
阿
蘭
陀
外
科
免
許
状

 

飯
塚　

修
三
（
西
宮
市
）

七
、
適
塾
門
下
生
「
別
府
琴
松
」
に
つ
い
て

 

松
田　

俊
悟
（
元
山
陽
新
聞
社
）

 
○
木
村　
　

丹
（
岡
山
県
早
島
町
）

八
、
緒
方
洪
庵
の
津
山
藩
医
野
上
玄
博
宛
て
分
苗
免
状
を
め
ぐ
っ
て

 

浅
井　

允
晶
（
奈
良
市
）

九
、
京
大
整
形
外
科
伊
藤
弘
教
授
の
業
績

 
廣
谷　

速
人
（
京
都
市
）

十
、
田
中
彌
性
園
収
蔵
外
科
免
許
状
と
紅
毛
流
外
科
の
普
及
に
つ
い
て

 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
（
九
州
大
学
）

十
一
、
美
作
の
医
師
芳
村
杏
斎
の
大
坂
華
岡
塾
入
門

 

中
山　
　

沃
（
西
宮
市
）

十
二
、
宮
内
庁
所
蔵
の
医
学
写
真
に
つ
い
て

 

寺
畑　

喜
朔
（
高
岡
市
）

誌
上
発
表

麦
角
菌
と
冬
虫
夏
草
の
歴
史 

奥
沢　

康
正
（
京
都
市
）

 

田
村　

哲
二
（
京
都
市
）

「Life and Light for W
om

an

」
に
記
さ
れ
た
京
都
看
病
婦
学

校
／
同
志
社
病
院
の
活
動
経
緯 

小
野　

尚
香
（
豊
中
市
）

「
二
十
世
紀
精
神
病
理
学
史
」（
渡
辺
哲
夫
）
を
よ
む

 

小
曽
戸
明
子
（
八
王
子
市
）

特
別
講
演

一
、「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
再
考―

ベ
ル
ツ
博
士
を
今
に
学
ぶ

 

山
上　

勝
久
（
大
阪
府
）

二
、
蘭
学―

京
都
と
北
陸 

正
橋　

剛
二
（
富
山
市
）

▽
二
〇
〇
六
年
度
秋
季
大
会
は
第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
準

備
作
業
の
た
め
お
休
み
と
し
二
〇
〇
七
年
度
春
季
大
会
は
同
総
会
が
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
支
部
大
会
が
総
会
に
融
合
さ
れ
ま
す
の
で
、

単
独
の
春
季
大
会
と
し
て
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
支
部
機
関
誌
『
医
譚
』

八
四
号
発
行　

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日

八
五
号
（
第
一
〇
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
記
念
号
） 

　
　
　
　
　

平
成
十
八
年
十
二
月
二
五
日

な
お
二
〇
〇
七
年
四
月
七
・
八
両
日
の
第
一
〇
八
回
総
会
ご
参
加
の

全
員
に
こ
の
八
五
号
記
念
号
を
配
布
し
ま
し
た
。

〒
五
八
一―

〇
〇
〇
三　

八
尾
市
本
町
五
丁
目
一―

七

田
中
医
院
内　

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

事
務
局
長　

田
中
祐
尾

（
電　

話　

〇
七
二―

九
二
二―

二
〇
二
八
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
二―

九
九
三―

一
二
三
七
）

会－16
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平
成
十
八
年
度
京
都
医
学
史
研
究
会
　

活
動
報
告

▽
機
関
紙
『
啓
廸
』
第
二
十
四
号
発
刊

杉
立
義
一
先
生
追
悼
特
集

追
悼
文
お
よ
び
掲
載
論
文　

三
点　

五
八
頁

追
悼
文　

北
小
路
博
央
、
坂
部
慶
夫
、
末
中
哲
夫
、
杉
浦
守
邦
、
高

島
文
一
、
田
中
祐
尾
、
長
門
谷
洋
治
、
中
西
淳
朗
、
中
野　

進
、

八
木
淳
夫
、
猪
飼
祥
夫
、
正
橋
剛
二
、
藤
田
俊
夫
、
友
吉
唯
夫
、

奥
沢
康
正
、
中
島
美
恵
子
、
三
宅
宗
純
、
半
井
英
江

「
医
学
天
正
記
」（
七
） 

高
島　

文
一

竹
岡
友
仙
「
半
百
録
」
に
つ
い
て 

八
木　

聖
弥

近
松
門
左
衛
門
の
死
因 

杉
浦　

守
邦

▽
第
二
一
一
回
例
会　

平
成
十
八
年
六
月
四
日　

於
・
京
大
会
館

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会
と
共
催

一
般
演
題　

十
二　

内　

京
都
医
学
史
研
究
会
会
員
発
表

四　
　

林　

子
平
の
死
因 

杉
浦　

守
邦

十
二　

京
大
整
形
外
科
伊
藤
弘
教
授
の
業
績 

廣
谷　

速
人

特
別
演
題

Ⅰ　
「
ベ
ル
ツ
の
日
記
」
再
考―

ベ
ル
ツ
博
士
を
今
に
学
ぶ

 

山
上　

勝
久

Ⅱ　

蘭
学―

京
都
と
北
陸 

正
橋　

剛
二

紙
上
発
表　

三

内　

京
都
医
学
史
研
究
会
会
員
発
表

麦
角
菌
と
冬
虫
夏
草
の
歴
史 

奥
沢　

康
正
・
田
村　

哲
二

▽
第
二
一
二
回
例
会　

平
成
十
八
年
十
月
五
日

　

於
・
京
都
府
医
師
会
館
（
京
都
府
医
師
会
と
共
催
）

「
狂
言
『
か
み
な
り
』
を
読
む
」

奈
良
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授　

柳
田　

征
司

▽
第
二
一
三
回
例
会　

平
成
一
八
年
十
月
七
・
八
日

「
伊
賀
・
伊
勢
・
安
乗
医
史
跡
め
ぐ
り
」（
高
橋
陽
一
先
生 

企
画
）

山
田
赤
十
字
病
院
・
院
長
室
、
鳥
羽
伊
良
子
清
白
詩
碑
、
清
白
安

乗
ノ
稚
児
詩
碑
、
講
演　

京
都
産
業
大
学
教
授　

伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
会
長　

岩
本　

忠
「
伊
勢
の
四
方
山
話
」、
橋
本
策
博
士

生
誕
地
訪
問
（
伊
賀
市
歴
史
資
料
館
・
橋
本
策
博
士
胸
像
・
生
家

跡
の
記
念
碑
）

参
加
者　

八
名

▽
第
二
一
四
回
例
会　

平
成
十
九
年
一
月
七
日　

於
・
京
都
国
際
ホ
テ
ル

「
昭
和
初
期　

一
移
民
の
手
紙
に
よ
る
生
活
史
」

京
都
四
条
病
院　

中
野　

進

新
年
懇
親
会

▽
第
二
一
五
回
例
会　

平
成
十
九
年
三
月
一
日

　

於
・
京
都
府
医
師
会
館
（
京
都
府
医
師
会
と
共
催
）

「
日
は
ま
た
昇
る―

臓
器
移
植
の
軌
跡―

」

先
端
医
療
振
興
財
団
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー　

日
本
移
植
学
会
理
事
長

田
中　

紘
一

▽
第
十
四
回
医
療
文
化
史
サ
ロ
ン
展

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
〜
三
日　

於
・
護
王
会
館

会－17
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▽
そ
の
他　

平
成
十
九
年
三
月
十
一
日

府
医
師
会
を
代
表
し
て
京
都
医
学
史
研
究
会
五
人
が
「
盟
親
」
の

山
脇
東
洋
観
臓
記
念
碑
に
献
花
（
建
碑
か
ら
三
十
一
周
年
）、
い
で

誓
願
寺
墓
地
内
山
脇
東
洋
夫
妻
の
墓･

山
脇
社
中
解
剖
供
養
碑
に
供

花
し
た
。

〒
六
〇
四―

八
五
八
五

京
都
市
中
京
区
御
前
通
松
原
下
ル　

京
都
府
医
師
会
館
内

京
都
医
学
史
研
究
会　

会
長　

中
橋
彌
光

平
成
十
八
年
度
広
島
支
部
　

活
動
報
告

活
動
報
告

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
総
会
・
学
術
集
会

平
成
十
八
年
九
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

於
・
広
島
大
学
病
院
大
会
議
室

一
、
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
総
会

一
、
日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
研
究
発
表
会

各
務
文
献
の
木
骨
と
『
各
骨
真
形
図
』 

広
島
大
学　

片
岡　

勝
子

華
岡
青
洲
が
全
身
麻
酔
に
用
い
た
薬
草 

広
島
大
学　

神
田　

博
史

『
旧
約
聖
書
』
に
み
ら
れ
る
解
剖
学
者

 

広
島
国
際
大
学　

隅
田　
　

寛

日
清
・
日
露
戦
争
期
の
呉
海
軍
病
院
の
活
動

会－18

 

広
島
国
際
大
学　

千
田　

武
志

一
、
特
別
講
演
会

「
永
井
潜
の
倫
理
観
」
に
つ
い
て 

安
佐
医
師
会
長　

桑
原　

正
彦

〒
七
三
一―

八
五
五
一　

広
島
市
南
区
霞
一
丁
目
二―

三

広
島
大
学
医
学
部
医
学
資
料
館
内

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
（
片
岡
勝
子
）

平
成
十
八
年
度
福
岡
地
方
会
　

活
動
報
告

平
成
十
八
年
は
福
岡
会
は
大
分
県
中
津
市
で
行
わ
れ
た
第
一
〇
七
回

日
本
医
史
学
会
総
会
参
加
の
関
係
も
あ
り
開
催
を
見
送
っ
た
。
私
は
同

会
の
招
待
講
演
の
「
向
笠
弘
次
と
精
神
病
治
療
の
歴
史
」
演
者
は
鈴
木

二
郎
東
邦
大
学
名
誉
教
授
の
座
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
向
笠
先

生
は
日
本
人
と
し
て
は
二
人
（
そ
の
う
ち
の
一
人
は
日
米
二
重
国
籍
の

た
め
純
粋
の
日
本
人
は
向
笠
氏
の
み
）
し
か
い
な
い
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

（
世
界
一
六
八
カ
国
、
ク
ラ
ブ
数
三
二
、
五
九
六
、
会
員
数
一
、
二
二

一
、
〇
八
二
人―

二
〇
〇
六
年
度
）
の
会
長
を
一
年
間
つ
と
め
ら
れ
世

界
各
国
の
ク
ラ
ブ
を
歴
訪
さ
れ
、
英
語
で
の
講
演
や
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

超
多
忙
な
予
定
を
リ
ウ
マ
チ
を
患
わ
れ
た
と
き
に
は
車
椅
子
を
使
い
な

が
ら
行
脚
さ
れ
た
。
一
方
本
業
の
精
神
科
医
と
し
て
も
統
合
失
調
症

（
分
裂
症
）
に
対
す
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
を
日
本
に
初
め
て
導
入
し

普
及
に
努
め
ら
れ
従
来
は
手
つ
か
ず
で
鉄
格
子
隔
離
や
座
敷
牢
に
放
置

さ
れ
て
い
た
統
合
失
調
症
の
内
服
薬
を
開
発
導
入
さ
れ
る
な
ど
の
偉
大
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な
業
績
の
報
告
が
あ
っ
た
。
未
亡
人
は
ひ
っ
そ
り
と
中
津
市
で
生
活
さ

れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

ま
た
私
ど
も
福
岡
地
方
会
は
役
員
の
交
代
で
福
岡
県
医
報
（
福
岡
県

医
師
会
雑
誌―
月
刊
）
に
郷
土
の
ほ
こ
り
と
云
う
題
で
福
岡
県
の
先
賢

医
師
の
事
蹟
を
連
載
し
て
い
る
。
平
成
一
八
年
十
二
月
号
で
百
十
八
回

と
な
り
、
約
十
年
の
間
毎
月
連
載
を
欠
か
さ
ず
福
岡
県
医
報
の
名
物
と

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
十
月
号
は
北
里
柴
三
郎
の
級
友
、
恩
師
、
ラ
イ

バ
ル
、
東
大
初
代
衛
生
学
教
授
緒
方
正
規―

木
村
專
太
郎
な
ど
で
あ
る
。

第
十
五
回
日
本
医
史
学
会
福
岡
地
方
会

平
成
十
九
年
二
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
四
時

於
・
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
天
神
県
庁
跡
）
七
〇
二
号
室

演
題神

農
本
草
経
上
品
の
不
老
長
寿
の
世
界 

原　

敬
二
郎

熊
本
古
城
医
学
校
同
級
生
に
つ
い
て
（
緒
方
正
規
、
北
里
柴
三
郎
、

濱
田
玄
達
） 
木
村
專
太
郎

パ
リ
病
院
博
物
館
の
紹
介 
佐
藤　
　

裕

適
塾
の
塾
頭
松
下
元
芳
の
系
図
に
つ
い
て

―

福
澤
諭
吉
の
一
代
前
の
塾
頭
で
親
友
の
筑
後
久
留
米
藩
医―

 

中
山　

茂
春

『
杉
田
玄
白
探
訪
』
を
出
版
し
て 

高
橋　

伸
明

向
井
元
升
と
西
洋
医
術
に
つ
い
て

 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

〒
八
一
五―

〇
〇
四
二
福
岡
市
南
区
若
久
一―

二
八―

五

日
本
医
史
学
会
福
岡
地
方
会　
　
　

原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
原　

敬
二
郎
）

電　

話　

〇
九
二―

五
五
七―

二
五
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
二―

五
五
七―

二
六
三
五

会－19
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雑
　
　

報

寄
贈
本
リ
ス
ト

（
単
行
本
）

喜
多
医
師
会
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
大
洲
医
史　

喜
多
医
師
会
百
年
』

二
〇
〇
六

中
村
光
夫
『
埼
玉
の
種
痘
神
』
二
〇
〇
六

中
村
光
夫
『
八
丈
島
と
種
痘
』
二
〇
〇
六

『
錦
窠
翁
日
記
（
明
治
九
年
八
月
〜
十
二
月
）』

日
本
医
療
総
合
研
究
所
『
医
療
百
論
二
〇
〇
七
』
二
〇
〇
七

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
『
村
上
玄
水
資
料
Ⅰ
』「
中
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館
分
館　

村
上
医
家
史
料
館
」
二
〇
〇
三

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
『
村
上
医
家

史
料
館
蔵
の
薬
箱
及
び
ラ
ン
ビ
キ
に
つ
い
て
』「
中
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館
分
館　

村
上
医
家
史
料
館
」
二
〇
〇
七

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
（
編
）『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分

館　

医
家
史
料
館
叢
書
Ⅵ
』「
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館　

医
家
史
料
館
」
二
〇
〇
七

山
口
拓
史
『
第
八
高
等
学
校―

新
制
名
古
屋
大
学
の
包
括
学
校
①―

』「
名

古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
」
二
〇
〇
七

『
名
古
屋
大
学　

大
学
文
書
資
料
室　

保
存
資
料
目
録　

第
七
集
』「
名

古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
」
二
〇
〇
七

大
星
光
史
『
古
代
日
本
の
生
命
倫
理
と
疾
病
観
』「
思
文
閣
出
版
」

二
〇
〇
五

『
江
戸
時
代
の
西
洋
学
』「
天
理
図
書
館
」
二
〇
〇
五

（
別
　

刷
）

『
済
生
館
の
洋
学
史
的
研
究
』
小
形
利
彦
「
南
部
郷
土
史
講
座　

第
四

回
」

『「
大
坂
の
除
痘
館
」
分
苗
所
調
査
報
告
（
一―

二
）』
古
西
善
麿
「
適

塾
」（
三
八―

三
九
）

『
近
年
に
お
け
るK

raepelin

研
究:

“E
dition E

m
il K

raepelin
”

（2000 –2006

）
を
め
ぐ
っ
て
』
濱
中
淑
彦
「
精
神
医
学
」
四
十

八
（
十
二
）

『「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
脳
」―

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕
二
五
〇
年
裏
話

（
前
・
後
編
）―

』
濱
中
淑
彦
「
名
古
屋
医
報
」（
一
三
〇
四―

一

三
〇
五
）

『
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
』
に
つ
い
て
』
泉
彪

之
助
「
北
陸
医
史
」
二
八
（
一
）

『
上
州
館
林
藩
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
の
受
け
入
れ
と
長
澤
理
玄―

漢
方

的
世
界
か
ら
の
脱
却
を
模
索
し
て―

』
古
西
善
麿
「「
脱
」
の
世

界
」

『「
健
康
」
の
語
誌
的
研
究
』
青
木
純
一
、
北
野
与
一
「
東
横
学
園
女
子

短
期
大
学
紀
要
」（
四
一
）

『
天
保
五
年
当
時
の
華
岡
家
「
春
林
軒
」
に
お
け
る
医
学
修
業
の
実
態

に
つ
い
て
（
一
）―

大
森
泰
輔
（
不
明
堂
三
楽
）
の
塾
中
日
記
「
三

遊
雑
記
一
・
二
」
の
翻
刻―

』
梶
谷
光
弘
「
古
代
文
化
研
究
」

（
十
五
）
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（
雑
　

誌
）

『
あ
い
み
っ
く
』
二
七
（
合
併
号
三
）、
二
八
（
三
）「
国
際
医
学
情
報

セ
ン
タ
ー
」

『BIBLIA
』（
一
二
六―

一
二
七
）「
天
理
図
書
館
」

『C
hinese M

edical Journal

』
一
一
九
（
二
〇―

二
四
）、
一
二
〇

（
一―

一
六
）「Chinese M

edical Association

」

『
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
』（
五
四
五―

五
五
六
）「
福
井
県
医
師
会
」

『
い
わ
ち
ど
り
（
小
笠
医
師
会
誌
）』（
三
四
）「
小
笠
医
師
会
」

『
医
道
の
日
本
』
六
五
（
一
一―
一
二
）、
六
六
（
一―

一
〇
）「
医
道

の
日
本
社
」

『
漢
方
の
臨
床
』
五
三
（
一
一―

一
二
）、
五
四
（
一―

一
〇
）「
東
亜

医
学
協
会
」

『
神
奈
川
県
医
学
会
雑
誌
』
三
四
（
一
）「
神
奈
川
県
医
師
会
」

『
啓
迪
』（
二
五
）「
京
都
医
学
史
研
究
会
」

『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
』（
三
六
）「
明
治
薬
科
大
学
」

『
名
古
屋
大
学
史
紀
要
』（
一
五
）「
名
古
屋
医
史
談
話
会
」

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
一
三
五
（
八―

一
二
）、
一
三
六
（
一―
七
）

「
日
本
医
師
会
」

『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』
二
七
（
二
）「
日
本
歯
科
医
史
学
会
」

『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』（
四
四
）「
日
本
獣
医
史
学
会
」

『
だ
よ
り
（
練
馬
区
医
師
会
）』（
四
六
三―

四
七
五
）「
練
馬
区
医
師
会
」

『
労
働
科
学
』
八
二
（
三―

四
）、
八
三
（
一
）「
労
働
科
学
研
究
所
」

『
労
働
の
科
学
』
六
二
（
一―

一
二
）、
六
三
（
一―

一
〇
）「
労
働
科

学
研
究
所
」

『STE
TH

O
SC

O
PE

』（
一
八
六―

一
八
九
）「
日
本
医
学
切
手
の
会

会
報
」

『
東
医
学
研
究
』（
一
二
二―

一
二
四
）「
東
医
学
研
究
会
」

『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』（
一
一
〇―

一
一
三
）「
慾
斎
研
究
会
」

『
漢
方
と
鍼
』
三
一
（
一―

三
）「
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

だ
よ
り
」

『M
edical Postgraduate

』
四
五
（
一―

三
）「
医
学
書
房
」

『
斯
文
会
々
報
』
五
七
「
斯
文
会
」

『
斯
文
』（
一
一
五
）「
斯
文
会
」

『Journal of A
nesthesia

』
二
一
（Suppl.

）「Japan Society of 
Anesthesiologists

」

『JM
A

J

』
四
九
（
九―

一
二
）、
五
〇
（
一―

三
）「Japan M

edical 
Association

」

『
醫
譚
』
八
五―

八
六
「
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
」
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